
第120期
中間株主通信
2025年4月1日 

▲  

2025年9月30日

当社は、2029年6月の創立100周年という大きな
節目を見据え、2026年3月期から2030年3月期まで
の5年間を対象とした中期経営計画を推進しておりま
す。この期間を「つぎの100年に向けた持続的成長の
基盤を築く期間」と位置づけ、「変革と挑戦」をテーマに、
事業領域の拡大と収益力の強化を進めてまいります。

2030年3月期に、売上高800億円・営業利益61
億円・営業利益率7.6%・ROE10.0%以上の達成を
目指し、ニットクグループが一丸となって取り組んでま
いります。
あわせて、株主の皆様への還元を一層強化するた

め、新たに「総還元性向70%」を掲げ、持続的な利
益成長と安定的な株主還元の両立を図ってまいります。
配当金につきましては、2021年３月期以降、４期連続
増配を実現しており、今期（120期）は、年間配当
110円と過去最高水準の配当を計画しております。機
動的な自己株式の取得など、総合的な株主還元策を
積極的に展開してまいります。

ここに、第120期中間期（2025年4月1日から
2025年9月30日）の営業概況をご報告申しあげます
ので、ご高覧ください。
株主の皆様におかれましては、今後とも変わらぬご支

援とご指導を賜りますよう、心よりお願い申しあげます。

証券コード4619

代表取締役
社長執行役員
最高執行責任者（COO）

遠田 比呂志

株 主 の 皆 様 へ
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　航空機用塗料の開発を原点に、90年以上にわたり培ってきた
確かな技術力を基盤とした高付加価値製品の開発、首都圏・東日
本エリアの営業力強化等に注力し、収益力向上を図ります。さらに、
生産性の抜本的改善として垂直統合型バリューチェーンの構築を
推進することで、サプライチェーン強化、コスト削減を実現します。

当中間期の概況

 中期経営計画（2026/3⽉期〜2030/3⽉期）

　建築・構築物用塗料の販売は概ね前期並みの水準で推移し
た一方、集合住宅大規模改修工事等の工事関連売上は、例
年並みの安定した受注を維持しているものの、前年同期比で
は大型物件の反動減が大きく影響し、減収減益となりました。

売上高 営業利益 営業利益率
266億円 16億円 6.0％

❶	 既存事業のシェア拡大
❷	 首都圏・東日本エリアの営業力強化
❸	 垂直統合型バリューチェーンの構築
❹	 高付加価値製品の開発

【2030/3月期 業績目標】

【事業戦略】

●�航空機用塗料�
「スカイハロー」シリーズ
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主に塗料関連事業の減収により、当中間連結累計期間における
売上高は、前年同期比7.0％減少となりました。

（百万円）

親会社株主に帰属する当期純利益 ▌通期　▌中間期

第118期 第119期 第120期
0

2,000

4,000

6,000

1,798

3,947

2,595

4,800（計画）

2,114

4,942

固定資産売却益、政策保有株式の売却推進に伴う投資有価証券
売却益の計上等により、前年同期比22.8％増加となりました。

その他（保険代理業）

　塗　料　  関連事業

売上高� 100億5千万円

セグメント利益�３億4千4百万円

売上高構成比

33.2％
売上高構成比
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前年の中間配当金から1株あたり28円増配し、50円とさせて
いただきました。年間では110円を見込んでおります。中期経
営計画期間（2026/3月期～2030/3月期）において、総還元
性向70%という新指標のもと、株主還元を強化してまいります。

●�ウレタン塗膜防水材�
「プルーフロン」シリーズ

●��塗り床材�
「ユータック」シリーズ
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　国内での販売は回復傾向にあるものの、中国をはじめと
したアジア地域における国内自動車メーカーの販売不振等を
受け、主力製品である吸・遮音材等の販売減少が損益面にも
影響したことから、減収減益となりました。

売上高 営業利益 営業利益率
534億円 45億円 8.4％

❶	 収益性向上のための構造改革
❷	 海外市場拡大
❸	 環境負荷低減の技術・素材開発
❹	 NV（Noise & Vibration）技術力を活かした新製品（領域）開発

【2030/3月期 業績目標】

【2030/3月期 業績目標】

【事業戦略】

その他（保険代理業） 7百万円売上高 4百万円セグメント利益

自動車製品  関連事業

売上高� 202億４千３百万円

セグメント利益�12億９千１百万円
00.0％
売上高構成比

66.8％
売上高構成比

NEWS ＆ TOPICS

　当社は、長年培ってきたマテリアルリサイクルのノウハウ
を活かし、環境負荷の低減に貢献する製品開発を推進してお
ります。
　このたび、自動車の吸音フロアアンダーカバーに使用する
機能性繊維素材の95％をリサイクル素材で構成することに
成功しました。リサイクル材の積極的な活用によって生産コ
ストの抑制も可能となります。今後は自動車メーカー各社へ
の提案活動を本格化させてまいります。

リサイクル素材比率を
約40％から95％へ
― 環境負荷低減とコスト削減を両立 ―

　長年培ってきた「音」に関する研究開発力を活かし、最
適な防音材配置の提案を行うとともに、製品ポートフォリ
オの見直しを進め、内装トリムと防音材を一体化した音響
設計・生産・販売体制を確立することで、さらなる事業拡
大を図ります。加えて、グローバル成長市場における収益
拡大にも積極的に取り組みます。

 中期経営計画（2026/3⽉期〜2030/3⽉期）

●�音響解析のための実車テストベンチ ●�塗布型制振材 ●�フロアカーペット

当中間期の概況

「統合報告書2025」発行
― 価値創造への歩みを、より分かりやすく ―

Topics1

Topics2

　当社は、これまで発行し
てきた「CSRレポート」を
発展させ、今年度より新た
に「統合報告書」を発行い
たしました。
　財務・非財務の両面から
当社の価値創造への取り組
みを紹介するとともに、「価
値創造プロセス」の掲載やトップメッセージの拡充など、内
容のさらなる充実を図っています。特にトップメッセージで
は、中期経営計画のテーマである「変革と挑戦」に込めた想
いや、これからの事業展開の方向性を経営トップが自らの言
葉で語っています。詳しくは、当社ホームページに掲載の「統
合報告書2025」をご覧ください。
　本報告書が、当社の経営戦略や社会的責任に対する姿勢を
ご理解いただく一助となれば幸いです。当社は今後とも、よ
り一層の情報発信に努めてまいります。

モノマテリアル※

技術

※ 単一素材

独自の
機能繊維技術

の技術力
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～省エネ・遮熱塗料での改修例～

■塗料事業本部

■本　　　　社

・パラサーモシリーズ
屋根用省エネ・遮熱塗料

・プルーフロンGRトップ遮熱
・ルーフガード遮熱
・プルーフロンGRトップ遮熱
・ルーフガード遮熱

屋上・ベランダ・バルコニー用省エネ・遮熱塗料
・パラサーモ外壁用シリーズ
・NTダンネツコート
・シルビアセラティーＮ遮熱

外壁用省エネ・遮熱・断熱塗料

・ユータックシリカ遮熱
・ユータックテクノ遮熱 ONE
・ユータックシリカ遮熱
・ユータックテクノ遮熱 ONE

通路用・遮熱舗装材

改修工事予定の方をご紹介ください

ご紹介いただきました工事が成約した場合、謝礼
金として成約金額に応じて紹介料を施工業者様からお
贈りします。

◆感謝の気持ちをお贈りします

ご紹介いただきました工事予定の方には、最寄りの
安心できる「ニットク・アメニティシステム連合会」の
施工業者様をご紹介いたします。下記、塗料事業本
部の営業所一覧をご参照いただき、お気軽に最寄り
の営業所へお声掛けください。
対象は、戸建て住宅、集合住宅（マンション等）、
工場などの「内外装工事」「屋根塗装工事」「防水工
事」「塗り床工事」などです。

商 号 日本特殊塗料株式会社
英 文 社 名 Nihon Tokushu Toryo Co., Ltd.
創 業 年 月 日 1929年6月1日
資 本 金 4,753百万円
上 場 市 場 スタンダード市場
従 業 員 数 連結1,099名（461名*）

＊（　）内人員は臨時従業員の外数です。
本 社 所 在 地 東京都北区王子三丁目23番2号
拠 点 国内6工場、子会社・関連会社21社

海外　�米国・中国・タイ・インド・�
インドネシア等

発 行 可 能 株 式 総 数 90,000,000株
発 行 済 株 式 の 総 数 21,858,822株

（自己株式1,752,378株を除く）
株 主 数 10,679名
所 有 者 別 株 式 数 比 率

株　　主　　名 持株数 持株比率
百株 ％

AUTONEUM HOLDING AG 31,151  14.25 
関 西 ペ イ ン ト 株 式 会 社 14,677  6.71 
株 式 会 社 三 菱 Ｕ Ｆ Ｊ 銀 行 8,788  4.02 
明治安田生命保険相互会社 7,560  3.46 
株 式 会 社 中 外 7,267  3.32 
ニ ッ ト ク 親 和 会 7,176  3.28 
野 村 　 絢 7,082  3.24 
株 式 会 社 ヒ ロ タ ニ 5,490  2.51 
株式会社日本カストディ銀行（信託口） 4,281  1.96 
株 式 会 社 三 井 住 友 銀 行 4,001  1.83 

（注）	�当社は自己株式1,752,378株を保有しておりますが、上記大株
主から除いております。

	 また、持株比率は自己株式を控除して計算しております。

一般法人
26.0%

金融機関等
14.9%

外国法人等
22.3%

自己株式　7.4%
個人・
その他
29.4%

住所変更、配当金の振込先指定、単元未満株式の買取・買増請求
その他のお問い合わせ先は、以下のとおりです。
■証券会社等の口座に記録された株式
　お取引のある証券会社等へお問い合わせください。
■特別口座に記録された株式
　�三菱UFJ信託銀行株式会社（特別口座管理機関）にお問い合わ
せください。〈お問い合わせ先〉0120-232-711（通話料無料）

■ 会社概要（2025年9月30日現在）

■ 株主の皆様へご案内

■ 大株主の状況（2025年9月30日現在）

■ 株式に関する事務手続きについて
■ 株式の状況（2025年9月30日現在）
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